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神 奈 川 県 営 水 道
森の恵みをあなたのもとへ

いずみちゃん
しんちゃん

相模原市（一部の地域を除く）、鎌倉市、逗子市、葉山町（一部の地域を除く）、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町、
平塚市（一部の地域を除く）、小田原市（一部）、大磯町、二宮町、厚木市、伊勢原市、愛川町（一部）、
海老名市、綾瀬市、大和市、箱根町（一部）

神奈川県営水道
給 水 区 域

災害に強いライフラインをめざして
主 な 内 容

●❷面 ● 安全な水道水をお届けするた
めにご協力ください

●❸面 ● 県営水道からのお知らせ

●❹面 ● アンケート 水道水の使用量
の変化をお聞かせください

　県営水道では、大きな地震が起きた時にも皆さまの飲み水が確保でき
るように、日ごろから施設の点検や耐震化への整備などを進めています。
　今回は県営水道の耐震対策の取組みについてご紹介します。

県立藤沢総合高校３年
生・福島 杏花さんが
「ねりけし」で作って
くださいました。

　地震災害時の応急給水は市や町が行いますが、県営
水道では地震災害時の飲料水確保のため、災害用指定
配水池等を39か所指定し、常時33万㎥以上の水を蓄
え、地震発生からおおむね水道が復旧するまでの間、
これらの配水池から、お客さま１人当たり約120リッ
トルの水を提供することができます。

1応急給水　　飲料水の確保 2早期の復旧　　応急復旧体制の整備
　地震で水道管が壊れた場合、一刻も早く修理が出来
るように、県内外の他の水道事業者とお互いに応援し
あえる体制を整えています。
　また、給水区域内の12か所の倉庫に水道管を修理す
るための材料を保管して災害に備えています。

▲応急給水活動

水道管の修理作業水道管の修理作業

　ご家庭でも大きな地震などによる断水に備えて、水道水をくみ置きしておくことをお勧め
します。くみ置きは１人１日３リットル３日分の確保が目安です。

●1密封性のよい容器を選び、中をよく洗ってください。
●2容器に空気が残らないように水道水を入れて、しっかり密閉してください。
●3日の当たらない涼しい場所で保管してください。
●4 保管した水は、４日（夏季）～10日（冬季）程度を目安に、洗濯や掃除に利用するなど交換してください。ただし、浄水器を通した
水の場合、塩素による消毒効果がないため毎日交換してください。なお、保管した水を飲用するときは、必ず煮沸してください。

ポリ容器などに水道水をくみ置きする時には、次のことにご注意をお願いします。
家庭での地震対策
飲料水の備蓄方法

企業庁のホームページ http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f27 http://www.pref.kanagawa.jp/mbl/f100012/神奈川県モバイルサイト「かなぽけっと」
神奈川県営水道のページ

1水の相互融通
　地震により浄水場などに被害が
あった場合でも、連絡管を使用し
て、別の浄水場や横浜市など他の
市や町から水の供給が出来ます。

2水道管路の耐震化
　大きな振動でも折れにくい材質
で、管のつなぎ目が外れにくい耐
震継手管＊1の整備を進めていま
す。

3水道施設の耐震化
　県営水道の給水区域で想定され
る最大規模の地震に備えて浄水
場や配水地などの耐震補強＊2を
図っています。

4災害対策訓練
　地震発生時の応急活動を円滑に
行うため、市・町や管工事組合と
災害対策訓練等を定期的に実施し
ています。
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県営水道給水区域以外
との相互融通

被害
横浜市のほか横須賀市、
小田原市、秦野市、座間市、
中井町、箱根町、愛川町と
連絡管がつながっていま
す。

横浜市などの市・町の水道

給 水 車

災害対策訓練（漏水修理）▶

柱を太くする

床を厚くする 壁を厚くする

繊維シートを
貼り付ける

＊2  配水池などの耐震補強のイメージ

＊1  耐震継手管のしくみ
ゴム輪 ロックリング 挿し口突部

　挿し口突部がロックリングにあたり、抜け出し
を防止

　床、壁、柱は、新たにコンクリートを打って、
断面を大きくしたり、鉄筋の量を増やしたりしま
す。天井は、繊維シートを貼り付けて補強します。

9 月 1日は
防災の日です
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